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いた。 

平成 21 年、22 年に左京沼沖水深 15ｍ地点に設置された藻場礁（A）と藻場礁（B）は、いずれも天頂部

分を残し、礁体の大部分が砂に埋没していた。このうち、藻場礁（B）は砂層内に傾斜した状態で埋没して

いた。平成 21 年 11 月に設置されたばらまき石材施設は、全てが砂に埋没していた。平成 21 年 11 月に設

置された積み上げ石材施設は、水深 15ｍ以浅のものでは全てが砂に埋没していたが、水深 17m、18m のも

のでは海底面から天頂にかけて 1ｍ前後の高さで海底上に出現していた。これらから、調査海域の水深 17

～18m 地点では、設置された増殖施設が完全に砂層に埋没することなく、安定した状態で維持されると考

えられた。 

増殖試験施設にはいずれもマコンブが繁茂し、その現存量が生育海藻全体の 9 割以上を占めていた。こ

のため、増殖施設には設置から 3 年間はマコンブが優占して生育することや水深 15～18m 地点でマコンブ

が旺盛に生長することが確かめられた。増殖試験施設やその周辺ではキタムラサキウニやマナマコなどの

底生動物やウミタナゴやウスメバル、アイナメ、クロソイなどの魚類が出現した。増殖試験施設付近の海

底表層や砂層内には多くのマクロベントスが生息し、対照区と比較して種数、密度、現存量ともに高い値

を示した。また、増殖試験施設内にはアイナメとヤリイカの卵の付着が観察された。このため、調査海域

に設置された増殖施設は、多様な水産生物の生息場、餌場、産卵場の役割を持つと考えられた。 

以上の調査結果から、調査海域に設置された増殖施設が持つ魚類蝟集効果、魚体重増加効果、幼稚魚育

成効果、産卵場効果、海藻漁獲効果、水質浄化・炭素固定効果を貨幣化し、増殖場造成による年間便益額

を算出することができた。 

今後、当調査海域で増殖場造成事業を行うために、次の調査の必要性を提言した。 

・複数年の調査：水産生物の増殖効果や施設の安定性を複数年にわたり調査し、再現性のある効果の把握

（公共事業の基本計画策定に利用）。 

・適正配置の検討：マコンブやウスメバル等の主要水産生物、魚類の餌料となるマクロベントスの影響範

囲並びに費用対効果を考慮した藻場礁の最適な配置間隔（密度）の検討。 

・設置適地の調査：本調査から明らかとなった増殖造成適地（水深 17～18m）の位置、規模等の把握。 
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目   的 

第 2 鯵ヶ沢地区広域漁場内（以下、「広域漁場」と称す）に設置された着底基質（日本コーケン：セッ

カブロック 20ｔ型）におけるホンダワラ類等海藻の生育や水産動物の生息状況、ハタハタの産卵状況を把

握する。 

 

材料と方法 

１ ホンダワラ類の生育状況調査 

平成 24 年 6、7 月、平成 25 年 1、3 月に広域漁場内に設置された着底基質において、ホンダワラ類等の

生育海藻と生息する底生動物を枠取り採取するとともに、これら生物と蝟集魚類を目視調査した。また、

比較のため、広域漁場周辺にある天然ホンダワラ類藻場の生物について、同じ内容で調査した。 

 

２ ハタハタの産卵状況調査 

平成 25年 1月に広域漁場内に設置された着底基質に生育するホンダワラ類等海藻に産み付けられたハタ

ハタ卵塊について、海藻ごと枠取り採取するとともに付着個数をホンダワラ類の種別に目視調査した。ま

た、比較検討のため、広域漁場周辺にある天然ホンダワラ類藻場において、同じ内容で調査した。 

 

結果と考察 

１ ホンダワラ類の生育状況調査 

 広域漁場内の着底基質に生育が確認されたホンダワラ類等海藻は、6 月にホンダワラ類 4 種、その他海

藻は緑藻 2 種、褐藻 5 種、紅藻 14 種、7 月にホンダワラ類 4 種、その他海藻は緑藻 1 種、褐藻 3 種、紅藻

9 種、翌 1 月にはホンダワラ類 4 種、その他海藻は褐藻 1 種、紅藻 5 種、3 月にホンダワラ類 6 種、その他

海藻は緑藻 1 種、褐藻 2 種、紅藻 10 種であった（表 1、2、3、4）。魚類については 7 月にメバル類稚魚、

ウミタナゴの蝟集が多く観察された。 

天然藻場では、6 月にホンダワラ類 4 種、その他海藻は緑藻 1 種、褐藻 2 種、紅藻 8 種、7 月にホンダワ

ラ類 4 種、その他海藻は緑藻 1 種、褐藻 3 種、紅藻 10 種、翌 1 月にホンダワラ類 2 種、その他海藻は紅藻

4 種、3 月にホンダワラ類 3 種、その他海藻は緑藻 1 種、褐藻 1 種、紅藻 5 種が観察された。魚類について

は広域漁場内と同様、メバル類稚魚、ウミタナゴの蝟集が確認された。 

 

２ ハタハタの産卵状況調査 

 広域漁場内の着底基質及び天然藻場（243.2×2.2m）において、枠取り調査と目視調査を行った結果、広

域漁場内の着底基質において、ホンダワラ類 1 種（ジョロモク）1 株にハタハタ卵塊 1 個が確認された。 

 今回の調査においてハタハタの産卵が少なかった理由として、ハタハタが卵塊を比較的多く産み付ける 
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ホンダワラ類の 1 礁体当りの現存量が 857.1g/㎡と、平成 23 年度調査時の約 5 分の 1 であったことと、平

成 24 年漁期（平成 24 年 12 月 1～31 日）の鯵ヶ沢漁協に水揚げされたハタハタが 63ｔと平成 20 年以降最

も少なく、且つ来遊したハタハタの雌雄比が雌 2：雄 8（当研究所 資源管理部調査）と例年に比べて雌の

来遊が少なかったことが要因と考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

St.1 St.1-1 St.2 St.3 St.3-1 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8

水深
2.4ｍ

水深
3.7ｍ

水深
2.1ｍ

水深
2.4ｍ

水深
4.1ｍ

水深
0.8ｍ

水深
1.8ｍ

水深
1.0ｍ

水深
1.6ｍ

水深
2.8ｍ

褐藻 ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ｼﾞｮﾛﾓｸ ｼﾞｮﾛﾓｸ 30%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ﾌｼｽｼﾞﾓｸ + 10% 60% 70% 30% 20% 20% 10% 30% 30%

ｱｶﾓｸ 50% 10% + 40%

ﾌｼｲﾄﾓｸ 30% +

ﾐﾔﾍﾞﾓｸ 10% 10% 60% 30% 80% +

注）”+”は被度5％未満を示す。

旧離岸堤跡

和  名

海藻着底基質（セッカブロック20t型）

綱 属科目

表 1 ホンダワラ類生育被度目視観察結果 

 

 

調査年月日：平成 24 年 6 月 4 日 

 

 

St.1 St.1-1 St.2 St.3 St.3-1 St.4 St.5 St.6´ St.6-1 St.7 St.8

水深
2.5ｍ

水深
3.8ｍ

水深
2.2ｍ

水深
2.3ｍ

水深
3.7ｍ

水深
1.2ｍ

水深
2.1ｍ

水深
1.2ｍ

水深
2.3ｍ

水深
2.3ｍ

水深
3.3ｍ

褐藻 ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ｼﾞｮﾛﾓｸ ｼﾞｮﾛﾓｸ 20%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ﾌｼｽｼﾞﾓｸ 10% 10% 20% 40% 10% 10% 30% 10% 40% 30% 20%

ｱｶﾓｸ 20% 10% 10% 20% 30%

ﾌｼｲﾄﾓｸ 20% 5%

ﾐﾔﾍﾞﾓｸ + 20% 20% 30% 40% 90% 60%

注）”+”は被度5％未満を示す。

旧離岸堤跡

科 属目 和  名

海藻着底基質（セッカブロック20t型）

綱

表 2 ホンダワラ類生育被度目視観察結果 

 

 

調査年月日：平成 24 年 7 月 6 日 

 

 

表 3 ホンダワラ類生育被度目視観察結果 

 

 

調査年月日：平成 25 年 1 月 14 日 

 

 

St.2 St.3 St.5 St.6 St.7 St.8'

水深
1.9ｍ

水深
2.1ｍ

水深
1.5ｍ

水深
1.0ｍ

水深
1.8ｍ

水深
2.3ｍ

褐藻 ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ｼﾞｮﾛﾓｸ ｼﾞｮﾛﾓｸ + + + 40% +

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ﾌｼｽｼﾞﾓｸ 10% 10% 20% 50% 10% 20%

ﾌｼｲﾄﾓｸ +

ﾔﾂﾏﾀﾓｸ +

注）”+”は被度5％未満を示す。

目 科 属 和  名

海藻着底基質（セッカブロック20t型） 旧離岸堤跡

綱

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8

水深
2.4ｍ

水深
2.1ｍ

水深
2.4ｍ

水深
0.8ｍ

水深
1.8ｍ

水深
1.0ｍ

水深
1.6ｍ

水深
2.8ｍ

褐藻 ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ｼﾞｮﾛﾓｸ ｼﾞｮﾛﾓｸ +

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ﾌｼｽｼﾞﾓｸ + 40% 55% 75% 50% 60% 25% 50%

ｱｶﾓｸ + 10% + + 5%

ﾌｼｲﾄﾓｸ 10%

ﾉｺｷﾞﾘﾓｸ +

ﾐﾔﾍﾞﾓｸ + + 10% + 15%

注）”+”は被度5％未満を示す。

旧離岸堤跡
平成21年度敷設礁体 平成22年度敷設礁体 平成23年度敷設礁体

増殖場（着底基質；セッカブロック20t型）

和  名綱 属科目

表 4 ホンダワラ類生育被度目視観察結果 

 

 

調査年月日：平成 25 年 3 月 4 日 

 

 


